
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

「幼小中高一貫教育研究会」作成の手引を活用した生活習慣、学習習慣の確立◎

◎
◎ 北海道立教育研究所等と連携した教職員の資質・能力の向上を目的とした研修の実施
◎ 大学生等を活用した学習支援事業の推進

【羅臼町の学力向上策】

すべての学校が、「保護者に対して児童の家庭学
習を促すような働きかけを行った」と回答している。

保護者や地域住民の協力を得た「土曜授業」の推進
学力向上やキャリア教育、ふるさと教育等を重点とした幼小中高一貫教育の推進◎

学校質問紙
○

「家で、学校の授業の復習をしている」と回答した
児童の割合が、全国及び全道を上回っている。

■羅臼町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：2、児童数：49名）

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

算数Ａでは、「図形」で、全国を上回っており、Ｂで
は、「量と測定」で、全国と同様になっている。

平均正答率の推移は、平成27年度と比べると、す
べての教科で全国との差が縮まり、算数Ａで全国
を上回っている。

各学校で、保護者に対して児童の家庭学習を
促すような働きかけを行ったことにより、復習
を含め、家庭学習の習慣が定着した児童が
多くなるとともに、国語Ｂの「読むこと」、算数Ａ
の「図形」、算数Ｂの「量と測定」で全国を上
回ったと考えられる。

国語Ｂでは、「読むこと」で、全国を上回っている。

○
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化

- 432 -



【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■羅臼町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：2、生徒数：57名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

○

　【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

「家で、学校の授業の復習をしている」と回答した
生徒の割合が、全国及び全道を上回っている。

国語、数学では、すべての領域で、全国を下回っ
ているが、平均正答率の推移は、平成27年度と比
べると、すべての教科で、全国との差が縮まってい
る。

家庭学習の課題の与え方について、教職員
で共通理解を図った取組を継続したことによ
り、復習を含め、家庭学習の習慣が定着した
生徒が多くなるとともに、国語、数学の平均正
答率の全国との差が縮まったと考えられる。

「幼小中高一貫教育研究会」作成の手引を活用した生活習慣、学習習慣の確立◎

◎
◎

◎ 大学生等を活用した学習支援事業の推進

保護者や地域住民の協力を得た「土曜授業」の推進
北海道立教育研究所等と連携した教職員の資質・能力の向上を目的とした研修の実施

学力向上やキャリア教育、ふるさと教育等を重点とした幼小中高一貫教育の推進◎

学校質問紙

【羅臼町の学力向上策】

「家庭学習の課題の与え方について、教職員で共
通理解を図っている」と回答した学校の割合が、全
国及び全道を上回っている。

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0
国語Ａ（話すこと・聞くこと）

国語Ａ（書くこと）

国語Ａ（読むこと）

国語Ａ（伝統的な言語文化と

国語の特質に関する事項）

国語Ｂ（書くこと）

国語Ｂ（読むこと）

数学Ａ（数と式）

数学Ａ（図形）

数学Ａ（関数）

数学Ａ（資料の活用）

数学Ｂ（数と式）

数学Ｂ（図形）

数学Ｂ（関数）

数学Ｂ（資料の活用）

羅臼町内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0
26 27 28

国語Ａ

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0
26 27 28

国語Ｂ

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0
26 27 28

数学Ａ

▲ 25.0

▲ 20.0

▲ 15.0

▲ 10.0

▲ 5.0

0.0
26 27 28

数学Ｂ

31.6 

22.0 

18.4 

38.6 

34.4 

32.6 

21.1 

29.1 

31.6 

7.0 

14.0 

17.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

羅臼町

全道

全国

家で、学校の授業の復習をしていますか

している どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

50.0 

40.0 

33.2 

50.0 

44.8 

48.9 

14.2 

17.2 

0.8 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

羅臼町

全道

全国

家庭学習の課題の与え方について、教職員で共通理解を図り

ましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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